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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 
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一 

 



 

昨
年
末
か
ら
今
年
一
月
に
か
け
て
北
ア
ル
プ
ス
を
中
心
に
、
山
岳
遭
難
が
続
出
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
冬
山
の

恐
ろ
し
さ
を
全
く
考
え
な
い
一
般
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
幾
つ
か
含
ま
れ
て
い
た
。
山
岳
遭
難
は
、
こ

こ
三
年
間
を
み
て
も
毎
年
全
国
で
五
百
件
以
上
に
の
ば
る
。 

山
岳
遭
難
対
策
、
遭
難
救
助
対
策
費
等
は
、
地
元
県
の
責
任
に
お
い
て
賄
わ
れ
、
救
助
費
も
遭
難
家
族
負
担
が

原
則
と
な
つ
て
い
る
。
山
岳
遭
難
救
助
は
、
警
察
法
に
掲
げ
る
基
本
的
責
務
に
基
づ
き
警
察
の
職
域
と
な
つ
て
お

り
、
そ
の
費
用
は
当
該
山
岳
所
在
県
の
負
担
と
な
つ
て
い
る
。 

一 

健
康
保
持
の
視
点
か
ら
山
岳
レ
ジ
ャ
ー
の
重
要
性
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
も
、
入
山
者
の
山
に
対
す

る
認
識
不
足
が
遭
難
の
主
要
原
因
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
入
山
許
可
制
度
の
厳
格
な
運
用
及
び
監
視
体
制
の
強 

よ
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

山
岳
遭
難
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

 

四 

化
な
ど
所
要
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
政
府
は
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
対
処
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
の 

か
。 

二 

当
該
山
岳
所
在
県
の
過
度
な
費
用
負
担
を
緩
和
、
解
消
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
思
う 

が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

三 

夏
山
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
班
の
通
常
活
動
に
伴
う
報
酬
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
一
年
の
第
七
十
七
回
国
会
で

提
出
し
た
質
問
主
意
書
第
三
三
号
の
答
弁
の
中
で
検
討
を
約
束
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
ど
う
な
つ
た
か
。 

四 

民
間
の
救
助
隊
員
が
危
険
の
中
を
救
助
に
参
加
し
て
い
る
が
、
仮
に
二
重
遭
難
に
あ
つ
た
場
合
、
第
一
遭
難

者
の
生
死
に
よ
つ
て
そ
の
公
的
補
償
が
異
な
る
が
、
同
じ
人
命
を
投
げ
出
し
て
救
助
に
参
加
す
る
の
だ
か
ら
、

警
察
官
が
遭
難
し
た
場
合
と
同
じ
補
償
を
制
度
化
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
考
え
は
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


